
7070歳代後半歳代後半 男性男性

軽乗用車にひかれ軽乗用車にひかれた歩行者た歩行者。。

左側頭部出血、左股関節腫張あり。左側頭部出血、左股関節腫張あり。



CTCT （（traumatrauma panscanpanscan））
動脈相 平衡相



CTCT （（traumatrauma panscanpanscan））
動脈相 平衡相



CTCT （（traumatrauma panscanpanscan））
動脈相 平衡相



CTCT （（traumatrauma panscanpanscan））



PAGPAG



PAGPAG



緊急緊急PAGPAGの再構成画像の再構成画像



左内腸骨動脈造影左内腸骨動脈造影
RIMRIMカテーテルを山越えで挿入カテーテルを山越えで挿入



C2C2カテーテルに入れ替え、カテーテルに入れ替え、

左上臀動脈の血管外漏出部の遠位まで到達左上臀動脈の血管外漏出部の遠位まで到達
→→ 漏出部をまたぐようにコイル塞栓漏出部をまたぐようにコイル塞栓



左上臀動脈コイル塞栓左上臀動脈コイル塞栓
直後の確認造影直後の確認造影



左内腸骨動脈起始部より左内腸骨動脈起始部より
ゼルフォーム細片にて追加塞栓ゼルフォーム細片にて追加塞栓

→→ 同部の確認造影同部の確認造影



最後に左外腸骨動脈造影最後に左外腸骨動脈造影





約約22ヶ月後のヶ月後のCTCT



約約22ヶ月後の脳ヶ月後の脳MRIMRI FLAIRFLAIR



結語結語

 骨盤骨折の治療予後のリスク因子として、高骨盤骨折の治療予後のリスク因子として、高
齢者、頭部外傷の合併が挙げられる。齢者、頭部外傷の合併が挙げられる。

 今回、高齢かつ頭部外傷合併例の救命に成今回、高齢かつ頭部外傷合併例の救命に成
功した。功した。



討論討論

 高齢者で頭部外傷を合併した骨盤骨折の救高齢者で頭部外傷を合併した骨盤骨折の救
命例は初めてである命例は初めてである

 コメント：カテーテルはコメント：カテーテルは4F4Fコブラではなくシェコブラではなくシェ
ファードフックなどがファードフックなどがbetterbetter。。


